
2 0 2 1 年 1 2 月 2 4 日 ６　従業員

■ 常 ４ ８

■ 常 ４ ８ ２ ５ ■ 市

１　協議事項 ■ 常 □ 非 ２ ４ ２ ０

■ 常 □ 非 ２ ０ 開発指導課

□ 常 ■ 非 ６ ３ ■
□ 常 ■ 非

■ 常 □ 非 ４ ２ 2 5 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 ■ 非 ７ １ 2 □

■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 １ ０ ９

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 5 日 6 月 １２ 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １ １ ０ ０ １ ４ ５

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 ０ ０

７ ０ ０ ５ ０ ０

１ ０ ０ １ １ ０ ０

２ ０ ０

６ ０ ０

３　提供サービス １ ６ ０ ０ １ ６ ０ ０

① １ ０ ０ ％

② ％ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ ９　事業の見通し

③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

6 9 1 1 7 1 3 7 2 4 0

6 0 2 3 5

1

0 0 6 0 2 3 6

1 0 9 1 0 9 1 0 9 1 1 4

3 3 3 3

2 2 2 2

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 5 0 4 7 4 7 5 1

2 2 2 1 3

□ 1 6 7 1 6 4 1 6 4 1 8 4

□

２ 階 階 年

㎡ ㎡

1 階 ㎡

1 7 人 7 人 1 0 人

階 ㎡

人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ □ □ ■

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝

円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

日 〆 日回収

万円

％ ％

％ 日 〆

万円

％

日回収
生産品 １時間単価

日回収

％ 日 〆

下段：所在地

％

□

計算式

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件 意見

万円

１月当たりの生産額

内容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

あり □ なし

③

種別

手続 使用する階 専有面積 基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

収容人員 内訳 職員 利用者 平日604単位（区分1）+123単位（児童指導員等加配加算）+108単位（送迎）＝835単位　835単位+835単位×（（8.4%（処遇Ⅰ）+1.0%（特定Ⅱ））＝913単位
休日721単位+123単位（児童指導員等加配加算）+108単位（送迎）＝952単位　952単位+952単位×（（8.4%（処遇Ⅰ）+1.0（特定Ⅱ））＝1,041単位　平日2回・休日1回/週予定その他

円
手続 使用する階 専有面積 （（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

円円 円
②

種別 最賃確保状況（Ａ型）

収容人員 内訳 職員 利用者

事

業

の

概

要

①

種別 放課後等デイサービス 支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

手続 新規 使用する階 専有面積 148.14 利用者賃金 万円 万円 万円 万円

収容人員 内訳 職員 利用者 万円

万円

階層 ２ 地上 地下 建築年 １９３０ 万円 万円 万円 万円

用途 （六）ハ 構造 木造
生

産

活

動

収入　Ｂ

売上高　※３

必要経費 万円 万円 万円

万円

万円 万円 万円

建築面積 148.14 延面積 183.67 万円 万円 万円

万円 △ 1 0 4 万円
①-②

6 7 万円

・本件は，都市計画法第4条第12項に規
定する開発行為に該当しないため，同
法上の許可は不要と判断される。
・今回計画の放課後等デイサービスの
建築基準法上の用途は「児童福祉施設
等」に該当するが，用途を変更する床
面積が200㎡以下のため，建築基準法上
の手続きは不要。
　なお，手続きが不要な場合であって
も，建築士等に相談し，建築基準法に
適合する計画とすること。（応接室・
静養室は居室の採光が確保されている
か確認を要する。）
・消火器及び誘導灯を設置すること。
・カーテン及びじゅうたん等を使用す
る場合は，防炎物品を使用すること。
・防火対象物使用開始届出書を提出す
ること。
・面積，開口部及び収容人員等を変更
する場合は，必要な消防用設備等及び
届出に変更が生じるため，事前に消防
署へ相談すること。
・建築年が1930年であり，建物の老朽
化が心配されるが，外観・内装の修
繕・改修内容はどのようなものか。ま
た耐震面は問題ないか。

支出計② 万円 万円 万円

△ 1 6 4

福山市内海町の住宅を賃借、改装し放課後等デイサービスを運営する

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

5 1 万円
所有者 抵当権 あり

万円

意見 支払元金利息 万円 万円 万円 万円土

地

所在地 福山市内海町イ2844-1 用途区域 区域外

所有者 抵当権 あり 万円

建

物

名称 収支
△ 1

万円

通信費 1.3 万円 1.3 万円 1.3 万円 1.3 万円

万円

旅費・交通費 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円

同種のサービス なし

支

出

人件費 万円 万円 万円

万円 万円

目標 自分らしく主体的に生きていく力を育む

収入計 ① 万円

賃借料 万円 万円 万円

諸経費　※４ 万円 万円 万円

万円 万円 万円

（１人当たり）
収

入

給付費　※２ 万円

万円 1 1 万円1 万円 1 1

３月目 １年後 意見

理念 その子の良いところを見つけて引き出し、得意を伸ばし、輝ける場所になるよう心を込めて支援します

利用者見込 Ａ 人 人 人 人 ・サポート費用として毎月5万
円が計上されているが，具体
的にはどのようなサポートに
係る費用か。

月平均利用額　※１
1 1 万円 1

万円

その他 万円

種別

放課後等デイサービス事業所 割合 提供日

別紙１

建物 万円 自己資金

設備 万円 借入金

車両

設備資金

土地 万円 補助金

割合

割合 １月目 ２月目

万円

万円

その他 万円

運転資金

建物の構造・設備の変更

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

万円

万円

万円

万円

合計 万円 合計

年間返済額 意見

大幅な事業内容の変更 設備資金、運転資金 万円 万円

事業所の移転 新築予定 ※翌年より返済開始 万円 万円
賃借・自己所有 万円 万円

現在地 人件費 ３０ 支払 ボーナス

新築予定 万円

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名
放課後等デイサービス

シーグラス

開設（変更）予

定日

1 1 日
賃借・自己所有 万円

回答 3 月

新築予定

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目 指導員（無資格）

万円

共生型サービス 万円

2022年5月1日

万円

指導員（無資格） 万円

協

議

の

種

類

賃借・自己所有 万円

定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加

上記以外 金融機関 理由 借入残高

新規事業所の開設

児童指導員 ８・５ 万円

事業の追加 共生型サービス以外

万円 関

係

者

へ

の

意

見

聴

取

建築指導課

児童指導員 万円 消防局予防課

児童指導員or保育士 未定 万円

福山市障がい福祉サービス
等の指定に係る懇話会

児童指導員or保育士 未定 ８・５ 万円

担当者名 門田　栄二 連絡先 児童発達支援管理責任者

1 日

■当初 □最終
代表者職名前 代表社員　門田　栄二 管理者 万円

意見
受理 2 月 2

・職員２名が未確定だが，新
規事業ということもあり，でき
るだけ早く採用し，準備を進
めるのが望ましい。
・未定の職員について，候補
者はいるのか。

事　業　計　画　書
作成年月日 様式第２号－１

法人名 合同会社　Paddle 職種 雇用形態 名前 年齢 月給
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１０　付近図 １２　事業計画

人 0 事業所
人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

１１　平面図

別紙のとおり

１４　防災計画

１５　一日の流れ

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

・利用者処遇はとてもバラエティに富
んでいて良いが，この職員数で具体的
にどのような活動が提供できるのか詳
細に示すこと。
・様々な活動内容が示されているが，
通常の日課（15：30～）は時間も限ら
れているため，もう少し具体的な内容
を記載すること。
・療育内容を一日の流れに沿って示す
こと。
・野外活動では人員を増やして対応す
るとなっているが，具体的にどのよう
な配置を行うのか。従業者として掲載
されている職員以外にも職員を配置
するのか。
・様々な活動や家族支援等を行うにあ
たって，職員の専門性や経験年数は
十分にあるか。
・事業所としての感染症対策を示すこ
と。

意見
※平面図のデータを貼付 ・メインスペースが広い

とは思えないが，室内で
の活動に充分か。

・全体的に活動スペー
スが狭いのでないか。

・室内にハンモックやブ
ランコを設置するとある
が，安全面は問題ない
か。学齢児が使用する
ため，安全領域の確保
も大事ではないか。

・活動内容に応じた部
屋の利用方法を示すこ
と。

＊津波発生時の避難計画　避難場所：ふくろうの花畑　事業所から550m

＊火災・地震発生時の避難計画　避難場所：釜谷集会所　事業所から60m

職員が安全確保を行いながら、津波時には車、火災・地震時には徒歩で避難

意見

意見
別紙２

別紙３

意見

＊営業日：月曜日〜土曜日

＊サービス提供時間：14:30〜17:30（月〜金）9:30〜15:30（土・長期休暇）

＊休日：日曜・国民の祝日・お盆・年末年始

＊定員：10名

＊対象の障がい：精神障がい・知的障がい

＊主な対象地域：福山市南部

意見
小学校区 内浦 人口 1,339 事業所数 ・事業実施に関わる動機が一

般的な内容にとどまっている
ため，児童発達支援管理者と
よく意思疎通を行いながら，
理念や行動指針を練り上げ
てはどうか。

・対象の障がいに，精神障が
いとあるが，発達障がいとし
た方がよいのではないか。

利用定員

事業所
同種の事業所
一次避難先
二次避難先

意見

付近図掲載せず
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2 0 2 1 年 1 2 月 2 4 日 ６　従業員

■ 常 ４ ８

■ 常 ４ ８ ２ ５

１　協議事項 ■ 常 □ 非 ２ ４ ２ ０

■ 常 □ 非 ２ ０

□ 常 ■ 非 ６ ３

□ 常 ■ 非

■ 常 □ 非 ４ ２ 2 5 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 ■ 非 ７ １ 2 

■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 １ ０ ９

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 0 日 7 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １ １ ０ ０ １ ４ ５

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 ０ ０

７ ０ ０ ５ ０ ０

１ ０ ０ １ １ ０ ０

２ ０ ０

６ ０ ０

３　提供サービス １ ６ ０ ０ １ ６ ０ ０

① １ ０ ０ ％

② ％ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ ９　事業の見通し

③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

6 9 1 1 7 1 3 7 2 4 0

6 0 2 3 5

1

0 0 6 0 2 3 6

1 0 9 1 0 9 1 0 9 1 1 4

3 3 3 3

2 2 2 2

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 5 0 4 7 4 7 5 1

2 2 2 1 3

□ 1 6 7 1 6 4 1 6 4 1 8 4

□

２ 階 階 年

㎡ ㎡

1 階 ㎡

1 7 人 7 人 1 0 人

階 ㎡

人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ □ □ ■

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝

円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

種別

専有面積

利用者

手続 使用する階

収容人員 内訳 職員

円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

円

万円

万円

1 万円

万円 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円 万円

万円

万円

万円

万円

万円

1.3 万円

万円 万円

△ 1

万円

万円

理念
子どもの興味や関心を基に様々な活動と地域交流に取り組み、子どもの好きなことや出来ることを増やし、社会性と

コミュニケーション力を養い、将来的な自立へつなげていきます

利用者見込 Ａ 人 人 人 人

万円万円 1 1 万円1 万円

主な修正点
・放課後等デイサービス事業
の立ち上げ・運営に関するサ
ポート費用です。サポート会
社主催の研修に参加したり、
書類作成のアドバイスを貰い
ます。

1

万円

万円

50 4 万円

万円

万円

万円

1

万円

万円

人件費 末

万円

1

万円

1
月平均利用額　※１

（１人当たり）

万円

金額

設備資金

万円

万円

万円

金額

万円土地 補助金

万円

万円

事業種別

協

議

の

種

類

新規事業所の開設

意見

事　業　計　画　書
作成年月日 様式第２号－２

法人名 合同会社　Paddle 職種 雇用形態 主な修正点
・早急に対応します
・求人誌等での募集に応募を
いただいており、開所までに
問題なく雇用できると考えて
います。

月給

万円管理者

児童発達支援管理責任者

万円

保育士
８・５

児童指導員

賃借・自己所有

万円

万円

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

事業の追加

日 〆 日回収

現在地

就労継続支援A型

共同生活住居の追加

上記以外

％

％

日 〆

％ 日 〆

日回収
計算式 １月当たりの生産額

万円

１月当たりの受注額

生産品 １時間単価

□

万円
日回収

意見回収・支払の条件

福山市内海町の住宅を賃借、改装し放課後等デイサービスを運営する

あり □ なし

契約書の有無

％

回収・支払いの条件

上段：取引先
割合 掛取引

平日604単位（区分1）+123単位（児童指導員等加配加算）+108単位（送迎）＝835単位　835単位+835単位×（（8.4%（処遇Ⅰ）+1.0%（特定Ⅱ））＝913単位
休日721単位+123単位（児童指導員等加配加算）+108単位（送迎）＝952単位　952単位+952単位×（（8.4%（処遇Ⅰ）+1.0（特定Ⅱ））＝1,041単位　平日2回・休日1回/週予定新築 増築

事業の概要

①

②

移転

専有面積

利用者

その他

最賃確保状況（Ａ型）

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円

（六）ハ

内容

収容人員 内訳 職員 利用者

下段：所在地

％

％

専有面積

収容人員 内訳

申請種別

使用する階

構造

用途変更

収支
△

①-②
1 6

生産活動

新規

所在地 福山市内海町イ2844-1 用途区域 区域外 主な修正点

抵当権 ・設計事務所に相談し，建築基準
法に適合する計画となっていま
す。（応接室・静養室は居室の採
光が確保されています）
・消火器及び誘導灯を設置しま
す。
・カーテン及びじゅうたん等は防
炎物品を使用します。
・防火対象物使用開始届出書を提
出済みです。
・面積、開口部及び収容人員等に
変更が生じる場合は，事前に消防
署へ相談します。
・今回、外観の改修等は行いませ
ん。内装の修繕・改修内容は内壁
の塗り替え。和室の床材張り替え
（畳→フローリング）。トイレリ
フォームと増設。キッチンリ
フォーム（ガスコンロ→IH）。耐
震面に関しては設計事務所に確認
済です。③

種別

手続 使用する階

職員

所有者

名称

所有者 抵当権 あり

あり

148.14 延面積 183.67建築面積

階層

木造

２ 地上 地下 建築年 １９３０

種別 放課後等デイサービス

手続 148.14

万円

上段：受注先

下段：所在地

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

万円 △ 1 6 4

円

利用者賃金 万円

必要経費 万円

万円

万円

万円

万円

収入　Ｂ

売上高　※３

支出　Ｃ

万円

万円

万円

万円

万円

万円

旅費・交通費

賃借料

通信費

諸経費　※４

万円

万円 万円

万円

万円

万円

万円

万円支払元金利息 万円

万円1.3 1.3 万円 1.3

１月目 ２月目 ３月目 １年後

別紙１
設備

車両

その他

種別

放課後等デイサービス事業所

万円

万円

万円

割合

なし

万円

割合 提供日

1

目標 自分らしく主体的に生きていく力を育む
収入

給付費　※２

その他

収入計 ①

支出

人件費

万円

万円

土地
支出計② 万円

建物 用途

割合

7

建物の構造・設備の変更

調達方法

大幅な事業内容の変更

事業所の移転 新築予定 万円

万円

必要な資金

建物

運転資金

合計

万円 自己資金

万円 借入金

合計

万円

万円

同種のサービス

万円

賃借・自己所有

借入残高 年間返済額 意見
設備資金、運転資金

金融機関 理由

定員の変更

共生型サービス

共生型サービス以外 新築予定

放課後等デイサービス 事業所名 シーグラス
開設（変更）予

定日
2022年5月1日

指導員（無資格）

指導員（無資格）

児童指導員

児童指導員

支払 ボーナス

賃借・自己所有

新築予定

面談中

□当初 ■最終
代表者職名前 代表社員　門田　栄二

担当者名 門田　栄二 連絡先

受付印

2022年4月4日受付
（受付印省略）

万円

万円

名前 年齢

万円

面談中

８・５ 万円

万円

万円

万円

万円

3



１０　付近図 １２　事業計画

人 0 事業所
人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

１１　平面図

別紙のとおり

１４　防災計画

１５　一日の流れ

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

主な修正点

意見

意見

別紙３

別紙にて回答させていただきます

主な修正点

＊津波発生時の避難計画　避難場所：ふくろうの花畑　事業所から550m

＊火災・地震発生時の避難計画　避難場所：釜谷集会所　事業所から60m

職員が安全確保を行いながら、津波時には車、火災・地震時には徒歩で避難

意見

主な修正点
小学校区 内浦 人口 1,339 ・修正いたしました

・修正いたしました

事業所数
利用定員

事業所

同種の事業所

・計画を見直しサブス
ペースをなくし、活動ス
ペースを広くしました。

・活動スペースを広げ安
全領域をしっかり確保し
たうえでハンモック等の
設置を行います。

・キッチンはクッキング
等に使用します。活動ス
ペースは創作活動や運
動に使用します。※サブ
スペースは廃止しました

一次避難先

二次避難先

※平面図のデータを貼付

＊営業日：月曜日〜土曜日

＊サービス提供時間：14:30〜17:30（月〜金）9:30〜15:30（土・長期休暇）

＊休日：日曜・国民の祝日・お盆・年末年始

＊定員：10名

＊対象の障がい：発達障がい・知的障がい

＊主な対象地域：福山市南部

別紙２

付近図掲載せず

4


